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◎環境の現状 

 

～各種取組編～ 
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カザグルマ  

１．自然環境 

 

可児市は、自然に恵まれ、歴史と文化に育まれた緑豊かな街である。北端には木曽川が流れ、

南西部は濃尾平野の北限としてゆるやかな丘陵地が広がっている。中心部には可児川や久々利川

が流れ、丘陵地や溜池などが多くある自然豊かな地域である。 

山地は南西、南、東に存在し、市が三方面から包まれるような形になっている。西部には標高

313.5ｍの鳩吹山があり豊かな植生を誇っており、平成18年には、鳩吹山のシデコブシ自生地を

市の天然記念物に指定した。現在では市内外から年間数万人が訪れ、散策や眺望を楽しめる山と

なっている。 

 

 

（１）希少植物の調査 

市では、環境省や岐阜県が公表しているレッドリストを参考に、希少植物の生育状況やその取

り巻く生育環境の調査を行っている。令和４年度は４月～10 月までの７か月間で、延べ 4８箇所の

調査を行い、４４種類の希少植物の調査を行い、新たな場所でマツグミ、スズサイコ、カザグルマの生

育を確認した。                                                 

  

  

 

 

 

 
  

スズサイコ マツグミ 
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また、開発工事において、希少動植物の生息地が確認されている場合は、生息している動植物

をできる限り生息地を保全するため、事業者に適切な調査の実施と保全を図るよう指示している。

開発工事が進行している生息地では状況に応じて調査を行い、場合によっては専門家による助言

を受けながら希少動植物の保全に努めている。 

希少動物の生息地付近で、市が河川工事などを行う場合、保護や移植が必要なため、事業者と

共同で調査を行っているが、令和４年度は対象となる工事がなかった。 

 

（２）特定外来生物 

もともとその地域にいなかった生物で、人間の手で持ち込まれた生物を「外来生物」という。

その中でも特に生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、また及ぼすおそれが

あるものについて、平成17年６月に制定された「外来生物法（特定外来生物による生態系等に係

る被害の防止に関する法律）」に基づき、「特定外来生物」として指定されている。特定外来生物

は生きているものに限られ、個体だけでなく、卵、種子、器官なども含まれる。また、その飼育、

栽培、保管、販売、譲渡、運搬、輸入などが禁止されている。 

 

植物（特定外来生物） 

市環境課では、平成22年に植物２種（オオキンケイギク、アレチウリ）について、令和４年度

に期間を更新し、引き続き令和8年度末まで外来生物法に基づいた防除実施計画を策定し、環境省

に防除の確認を受けている。計画では市全域からオオキンケイギクとアレチウリを完全排除する

ことを長期的な目標としている。 

当初の計画を策定した平成22年には、市内で広範囲に生息が確認されていたオオキンケイギク

について生息調査を行い、オオキンケイギクの防除を重点的に進めることとし、随時生息状況の

情報収集を行っている。 

平成25年度からは、自治会の協力を得てオオキンケイギクの防除を市全体で進めていくための

態勢を整え、花いっぱい運動にあわせて防除を行っている。 

令和４年度は、前年度に引き続き、岐阜県の森林環境税を活用した清流の国ぎふ森林環境基金

事業を利用して委託業者による防除作業を実施し、市内のオオキンケイギク大規模群生地のうち

10箇所（３，９１９㎡）にて防除を行った。また、ボランティア防除制度による団体もしくは個

人が行う防除活動の啓発、支援を行った。以上の取り組みにより約１．４ｔの防除ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      オオキンケイギク 防除作業の様子 
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動物（特定外来生物） 

セアカゴケグモ 

令和４年度は市内で12件の生息が確認された。もし自宅

などで発見した場合は、直接触らないよう殺虫剤等で駆除

することが望ましい。 

セアカゴケグモのメスは毒を持っており、咬まれると激

しい痛みや腫れ、多汗、寒気、嘔吐などの症状のほか、脱

力、頭痛、筋肉痛、不眠などの全身症状が現れることがあ

り、絶対に素手で触ってはいけない。セアカゴケグモの市

内での発見状況は可児市環境課ホームページに掲載してい 

る。 

（可児市ホームページ→市の組織→市民部→環境課→環境→環境保全→特定外来生物 

→セアカゴケグモ） 

 

アルゼンチンアリ 

令和３年 9 月に瀬田、石井地内にて可児市で初めてアルゼンチンアリの生息が確認され、令和

4 年 7 月には広見地内にて新たに生息が確認された。 

アルゼンチンアリは、大きさが 2.5～３ミリと小さく発見が困難である。毒は持っていないが、

屋内に侵入し、台所の食べ物にたかるなど人に対して不快感を与えるほか、多女王制で繁殖力が

旺盛であることから在来種のアリを駆逐してしまう。また、アブラムシやカイガラムシなどの農

業害虫と共生関係にあり農作物へ被害を及ぼすため、防除が必要である。令和５年度においては

5 月および 7 月、9 月を一斉防除期間と位置づけ、市民の皆様にご協力いただき、防除活動を行

っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルゼンチンアリ（環境省提供） 

セアカゴケグモ（メス） 

防除作業の様子 
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（３）天然記念物（植物の自生地） 

市内にある植物の自生地が、天然記念物として指定されている。国指定の植物が１種類、市指

定の植物が５種類天然記念物となっている。市内では特に久々利に多くの天然記念物が生息して

いる。 
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２．環境パートナーシップ・可児 

  

可児市環境基本計画の推進を担う取り組みの主体として、市民、事業者、行政が、自らの考え

や主体間との関係性を高めながら、実行と進行管理を適切に行っていける仕組みとして平成25年

４月に発足した。可児市の環境を知り、改善のための提案をし、可児市の良さを内外に知らせる

ことを目的にしている。令和４年度には以下の活動を行った。 

 

可児市気温一斉観測 100×100 

市民自らが温度計を持ち、住んでいる場所100ヶ所

の気温を100年間測ることで、気温変化に関心を持っ

てほしいという狙いのもと、平成24年度から実施して

おり、令和３年度も８月１日の正午と午前０時の気温

観測を実施した。令和４年度からは参加者数の増加を

図るため、観測日を7月最終土曜日、観測時間を正午と

午後10時に変更した。観測者69名が参加したほか、連

続観測温度計も41ヶ所に設置して、110ヶ所を観測し

た。観測の結果、市街地と緑地で1.0～1.6℃の気温差

が見られたが、これはヒートアイランド現象によるも

のだと考えられる。 

 

可児市里山の日 

平成24年度から、毎年11月23日を「可児市里山の

日」とし、里山を会場に里山の魅力や大切さ、里山団

体の活動などを発表する場としてイベントを行って

いる。令和４年度は３年ぶりに可児川下流域自然公園

での開催を目指して準備を行いましたが、雨天のため

中止としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観測点に設置された連続観測温度計 

令和元年度開催時の様子 
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第 2２回可児市環境フェスタ 

 可児市環境基本計画の具体化のため、「環境パ

ートナーシップ・可児」で実行委員会を組織し

「可児市環境フェスタ」を開催している。令和

4 年度は実行委員会で話し合い、新型コロナウ

イルス感染対策を行いながら、2 月 19 日、4

年ぶりに広見地区センターで現地開催した。「ス

トップ地球温暖化！ ～変わる気候、変える行

動～」をテーマに開催し、約 750 名が参加し

た。参加団体の取り組み紹介や体験ブースのほ

か、サイエンスショーやリサイクル自転車抽選

会、小学校による学習動画発表などを実施し

た。第 19 回から行っているフードドライブ

は、環境フェスタ会場とコープぎふ可児店店頭

の 2 箇所で行い、お菓子や缶詰、インスタント

食品などが寄せられた。 

 また、2 月 10 日～2 月 24 日の期間で、広

見地区センターにて、環境に関するポスターや

川柳作品の展示を行い、地区センターに訪れた

方を中心に観覧していただき、環境について啓

発を行った。                                             

 

３．環境まちづくり 

カワゲラウオッチング＆一斉水質調査 

 可児市めだかの楽校（環境市民活動団体）と環境

パートナーシップ・可児の共催で、カワゲラウオッ

チングと市内7ヶ所の一斉水質調査を毎年開催して

いる。身近な川に棲むカワゲラなど水生生物の調査

を行い、河川の水質を判定することで、川の様子を

知り水質保全の必要性を認識する取り組みとなって

いる。 

 令和 4 年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、規模を縮小して８月 6 日に開催し、親子 3 組

10 名が参加した。雨天のため室内での開催となり、

大学教員による勉強会の後、水質調査を行った。 

  

 

 

 

サイエンスショー 

水質調査の様子 

参加団体のブース 



 

16 
 

環境楽習塾 

 平成26年度から里山を使った環境教育ができる人材

を育成し、良好な環境を次世代につなぐことを目的とし

て、里山案内人講座を開催、令和元年度からは環境楽習

塾に名称を変更して開催している。 

令和4年度は、里山について、里山整備について、木

材関連企業の工場見学など、それぞれにテーマを設定

し、新型コロナウイルス対策を行った上で講座を開催

し、全6回46名が参加した。                                                          

                               

 

 

出前講座 

 小中学校や市民の環境学習を支援するため、要請のあった団体へ、ごみ・リサイクル、地球温

暖化、川の水質や生物などをテーマに講師派遣を行っている。また、市職員の派遣だけでなく、

環境市民活動団体や環境に関する活動を行う事業者にも講師として協力いただき、令和4年度は

全1７回の出前講座を行った。 

 

 

可児川流域連携 

 可児市、瑞浪市と御嵩町、並びにその地域で活動する事業者および市民団体などと「松野湖と

可児川を美しくする会」を組織し、水質浄化の啓発と水源である松野湖の清掃活動「松野湖クリ

ーン作戦」を実施している。 

 令和 4 年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため規模を縮小して、11 月 17 日に清掃を

行った。合計 237 名の参加があり、可燃ごみ約 100 ㎏、不燃ごみ約 70 ㎏を回収した。 

 

 

啓発活動 

６月の環境月間にあわせて、パネル展を実施している。令和4年度は、脱炭素やペットボトルの

ボトルtoボトルリサイクルをテーマに、市役所、桜ケ丘地区センター、図書館本館にて、カーボ

ンニュートラルや脱炭素、ボトルtoボトルリサイクルの利点などに関する展示を行った。 

出前講座の様子 

 第１回「里山と触れ合おう①」の様子 
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可児市再生可能エネルギー戦略 

東日本大震災をきっかけに、我が国のエネルギーに対する考え方が大きく変わり、地域分散電

源の必要性が改めて認識された。地域分散電源のひとつとして挙げられる再生可能エネルギーに

ついて、市は環境への配慮や災害における危機対応能力の向上、さらには地域経済の活性化の方

策の一つとして当戦略を策定し、再生可能エネルギーのより一層の普及を図ることになった。こ

の戦略の中で、本市においては太陽光発電と廃棄物系のバイオマス発電の利用可能性が高いこと

がわかり、その結果を踏まえ、以下の３つの基本姿勢を持って進めている。 

 １．地域の特性に応じたエネルギーを利用する 

 ２．地域の民間活力を主体とした産学官の連携を進める 

 ３．再生可能エネルギーを核とした新たな地域活性化への展開を図る 
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４．公害苦情  

 

公害苦情処理件数の推移 

令和４年度に市に寄せられた苦情件数は１３６件で、令和３年度よりやや減少している。苦情

を内容別にみると、屋外焼却に関する苦情が最も多く、全体の半数近くを占めている。 

 

                公害苦情処理件数の推移 

 

 

各公害苦情の主な内容は以下の通りである。 

 

大気：車両の移動による砂埃に対する苦情など。 

水質：交通事故による車両や工場からの油漏れ、側溝への油流出、川の濁りへの苦情など。 

騒音：建設作業に伴う重機の音、工場の機械から発生する作動音に対する苦情など。 

振動：建築作業に伴う重機の振動、工場の機械から発生する振動に対する苦情など。 

悪臭：道路側溝からの悪臭、工場の煙の臭いに対する苦情など。 

屋外焼却：煙が家の中に入ってくる、洗濯物に煙の臭いがつくことに対する苦情など。 
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公害防止協定について 

可児市においては、市と公害を発生させるおそれのある事業活動を行う事業者が事業活動に伴

い発生する公害等を防止するため、事業者のとるべき措置を相互の合意形成により公害防止協定

を締結している。この協定に基づいて、取り組み結果を定期的に市へ報告してもらっている。 

 

公害防止協定締結事業所一覧（令和５年３月31日現在） 

（五十音順）

企業名 協定締結日 業種

1  愛知株式会社 S63.3.28  家具装備

2  株式会社安桜 可児工場 S63.3.28  金属製品

3  旭千代田工業株式会社　岐阜工場 S63.3.28  金属製品

4  株式会社アルミックイマイ S51.4.14  建築材料

5  今井航空機器工業株式会社　可児工場 H10.3.2  航空機部品の加工組立

6  イワヰ工業株式会社　可児工場 S57.6.29  輸送用機械器具

7  エリエールテクセル株式会社 R2.2.18  紙加工業

8  株式会社エーワンパッケージ H13.12.27  段ボール製造

9  オークマ株式会社　可児工場 H10.3.2  工作機械製造

10  オークマスチールテクノ株式会社 H16.8.23  工作機械製造

11  株式会社片山製作所　本社工場 S63.3.28  一般機械器具

12  株式会社加藤製作所 S57.6.29  金属製品

13  株式会社可児ＬＩＸＩＬサンウエーブ製作所 S52.2.17  家具装備

14  協同組合岐阜県可児工業団地管理センター S49.12.26  事務所、排水処理場

15  岐阜・大成化工株式会社　岐阜工場 S57.6.29  プラスチック製品

16  共栄鋼材株式会社　可児工場 H12.12.15  鋼材加工販売

17  共栄ファスナー株式会社　可児工場 H15.3.31  金属材料

18  株式会社協和製作所 S57.6.29  一般機械器具

19  KYB株式会社　岐阜北工場 S58.6.2  輸送用機械器具

20  KYB株式会社　岐阜東工場 H25.12.11  輸送用機械器具

21  KYB株式会社　岐阜南工場 S58.6.2  輸送用機械器具

22  高周波熱錬株式会社　可児工場 S51.1.26  高周波熱錬技術による機械加工

23  サクラテック株式会社 S51.1.26  鉄鋼

24  シンクレイヤ株式会社　可児工場 S52.2.17  電気機械器具

25  株式会社スタールカケフ H10.3.2  鋼材加工製品販売

26  星菱電機株式会社 S57.6.29  電気機械器具

27  大王製紙株式会社　可児工場 S49.3.6  紙パルプ

28  株式会社ダイセキ環境ソリューション H29.11.1  汚染土壌処理

29  株式会社ダイニチ H10.3.2  穴加工技術

30  太平ハウジング株式会社 H17.6.23  パネル製造販売

31  中部静電塗装株式会社 S52.2.17  金属製品

32  ＴＰＲ株式会社　岐阜工場 S51.1.26  一般機械器具

33  株式会社デンソーワイズテック H13.12.27  一般機械器具

34  株式会社常盤電機 S51.4.14  一般機械器具

35  徳田工業株式会社 S55.11.14  工業用模型

36  鳥羽工産株式会社 S52.2.17  一般機械器具

37  中川産業株式会社 S63.3.28  断熱材製造

38  株式会社ナ・デックスプロダクツ S52.12.12  電気機械器具

39  株式会社日新琺瑯製作所　 S51.1.26  金属製品

40  日進油圧工業株式会社 H14.3.1  一般機械器具

41  ニッタイ工業株式会社　岐阜工場 S57.6.29  窯業（タイル）

42  株式会社日特スパークテックＷＫＳ H26.4.1  電気機械器具製造

43  日本金属株式会社岐阜工場 S51.1.26  金属製品

44  株式会社日比野鉄工所 S51.4.14  輸送用機械器具

45  富士物流株式会社 S63.3.28  配送

46  扶桑精工株式会社 S51.1.26  一般機械器具

47  株式会社文晶堂 H10.3.2  プラスチック製品の金型設計

48  北斗総業株式会社　可児工場 H10.3.2  機器用電子部品

49  水野鉄工株式会社　可児工場 S51.4.14  一般機械器具

50  三菱電機株式会社名古屋製作所　可児工場 S52.12.12  電気機械器具

51  ミニター株式会社 H13.1.30  機械工具製造

52  美濃東久株式会社 H11.8.5  自動車部品製造

53  株式会社メトーカケフ S51.4.14  鉄鋼

54  ユタカ工業株式会社　岐阜工場 H14.3.1  自動車部品切削・研削加工

55  リンナイ精機株式会社　可児工場 S55.11.14  金属製品


